








はないかと思っている。 
ところで、介護支援専門員と主治医の連携がなかなか進まない現実が依然としてある

が、その原因は、単なるコミュニケーションの不足ではないかと感じることがある。例

えば、介護保険の区分変更申請をする際には介護支援専門員から主治医にその旨を連絡

し、認定結果が出れば伝えて欲しい。自分が主治医の立場であれば、「あれ？先日も意見

書を書いたばかりなのに、なぜ区分変更が必要なのだろう」と疑問に思うはずであり、

その結果も知りたいはずである。反対に、相談することによって主治医から得られる情

報も大きいだろう。 
また、利用者を支える専門職の 1 人として主治医にもケアプランは交付すべきであり、

「毎月利用票をもらえるので、訪問診察の予定が立て易い」と言って頂いた事もある。

医師をいたずらに特別視せず、コミュニケーションを取ってほしいと思う。そんな連携

のできる先進地となって、担当地区外の専門職にも情報を発信することが出来ればと考

えている。 
地域けあネット会員のパワーをさらに活かしていくことのできる取り組みを、会員や

運営委員、そして医師会の先生方と共に考えていきたい。 
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